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列の様子です。写真に見られるような儀礼は現在ほ

とんど行われなくなりましたが、形を変えても人生

の区切りとして結婚式、葬式といった儀礼は行われ

ています。

　企画展「門出のセレモニー―婚礼・葬送の習俗―」

（7月17日～8月26日）では、徳島県内で行われて

きた婚礼、葬送の習俗に焦点をあて、かつての儀礼

の様子の他、儀礼に使用されてきた道具、装飾品、

衣装等の資料を紹介します。　　　　　　　（庄武）

徳島県立博物館 ---------------------------------------------No. 43

　人は、生まれてから死ぬまで年を重ねるごと

に、多くの節目を経ていかなければなりません。

　節目を経るに当たっては、自身の自覚のため、

また周囲の人びとに認めてもらうために儀礼が行

われてきました。中でも結婚と死は大きな変化を

ともない、旅立ちの意味を持つ儀礼が行われまし

た。

　写真上は昭和20年代の阿南市辰巳町で、同市

見能林町へ嫁ぐ花嫁行列の様子。下の写真は那賀

郡羽ノ浦町岩脇で、葬儀のうち野辺送りをする葬

野辺の送り 　昭和初期　（写真提供　個人）

花嫁行列 　昭和20 年代（1945～1955）　（写真提供　津田幸好氏）
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Culture  Club

濱田耕作と徳島
　天羽利夫

2

図１　濱田耕作肖像画
　大田喜二郎筆『濱田先生追悼録』より

図２　『通論考古学』全國書房版 1947年

　徳島に生ま

れ育った先覚

者や一時期徳

島に住まいを

していた著名

人など徳島ゆ

かりの人物は

たくさんいま

すが、これか

ら紹介する考

古学者の濱田

耕作が徳島ゆ

かりの人であ

ることはあま

り知られてい

ません。

　濱田耕作は、日本の考古学を科学的に体系づけた

人で、たくさんの業績をもつ有名な考古学者です。

1881（明治 14）年、濱田源十郎・うめ子の長男と

して大阪府に生まれました。1886年、大阪市中之島

小学校に入学、その後警察署に勤務する父源十郎の

転勤に伴って、山形市や高松市、そして徳島市など

の小学校に通いました。1894 年大阪府立第一尋常

中学校に入学。４年後の1898年、体育の授業中、級

友と教師のトラブルに巻き込まれて学校を追放され

ました。耕作17 歳の時でした。耕作は、しかたな

く東京の早稲田中学校に転校し、翌年卒業、そして

京都の第３高等中学校に入学しました。この間に、

徳島出身の鳥居龍蔵と出会ったり、２度目の徳島で

の生活を送ることになります。

　1902 年、濱田は東京帝国大学文科大学史学科に

入学し、西洋史学を専攻しました。1905年同大学を

卒業、1909年京都帝国大学文科大学の講師となり、

日本美術史や考古学概論を教えました。1912年か

ら３年間、ヨーロッパに留学し、新しい考古学研究

の方法を日本に持ち帰りました。1916年、わが国最

初の考古学講座が京都帝国大学文科大学に開設さ

れ、耕作はその担任となります。1922年、耕作が書

いた『通論考古学』は、わが国最初の考古学概説書

として高く評価されています。また、この本は、博

物館のあり方や役割についても説いた最初のもので

す。

　濱田は、宮崎県西都原古墳群や飛鳥石舞台古墳

など日本国内の発掘調査を数多く手がけましたが、

朝鮮半島の調査なども積極的に行いました。なか

でも慶州の金冠塚の発掘は有名です。また、ヨー

ロッパ各地へも出かけ、考古学だけでなく、美術

史の研究者として高い地位を築きました。1937

（昭和12）年、京都帝国大学の総長となりました

が、翌年、激務から健康を害して57歳の生涯を閉

じました。

徳島で過ごした少年時代

　濱田耕作が徳島に住むようになったのは、父源

十郎が前任地の香川県から徳島に転勤してきたか

らです。1891（明治24）年７月、耕作が10歳の

時です。一家で徳島に移り住み、耕作は徳島県尋

常師範学校付属小学校に転校しました。明治25年

2月29日付内閣官報局発行の職員録（岩村武勇・

岩村富夫『明治徳島県官員録職員録』徳島県教育

会、1969年 4月発行）を見ると、「徳島県警察部

警部　警務課長兼保安課長　浜田源十郎」の名前

があります。しかし、この年の10月には父源十郎

は転勤し、耕作は大阪府尋常師範学校付属小学校

に転校しました。わずか 1年4ヶ月足らずの徳島

での生活でしたが、耕作少年にとっては友達もた

くさんでき、徳島がとても気に入っていたようで

す。これから紹介する日誌に表れています。

　早稲田中学校に転校することになった耕作は、

東京に旅立つ日から日誌を書き始めました。大阪



33

の家族と離れて暮らす寂しさからだったのでしょ

うか。耕作の日誌は、わずか３冊しか残っていませ

ん。日誌には、1898（明治31）年8月23年から翌

年11 月 24日までの生活の様子が書かれています

（『濱田耕作（青稜）日誌』岸和田市教育委員会、1989

年3月発行）。

　この日誌には、徳島に関することがたびたび出

てきます。1898 年 9月 1日の日誌には、「去　二

十九日父上等御着徳　三十日拝命アリタリト」と

あります。また、翌年4月28日の日誌には「父上

　三重県北牟婁郡長に転せられける」とあります。

前掲の明治32年職員録に、「徳島県警察部警部　

保安課長兼衛生課長　浜田源十郎」の名前があり

ます。父源十郎が二度目の徳島県勤務を命じられ

たことがこの資料でわかります。二度目の勤務は、

わずか8ヶ月の短い期間でした。耕作が徳島で暮ら

したのは、1898年4月16日から6月11 日までの

間です。

　日誌によれば、耕作は、1898年4月9日早稲田

中学校の卒業を終え、13日朝、東京・新橋駅を発

ち、14日夕方、大阪に到着。大阪に一泊して、翌

日夜「勝浦川丸」に乗船し徳島に向かっています。

船中での心境を「明日は我徳島にかへるなるべし

と思へば　いとうれし」とまるで徳島がふるさと

であるかのように記しています。

　翌朝早く目覚め、甲板に出て「余の前にうづくま

れるやまを見き　嗚呼　そは眉山なるよ　山の姿

　昔と変らず・・・　実に七年の前を思ひ出で懐か

しさかぎりなかりき」と懐かしみ、福島の港に出迎

えにきていた弟妹たちと喜びの再会をしています。

両親たちが住まいしていた場所は不明ですが、中

洲か富田橋に近い場所ではないかと想像されます。

　耕作は、７年前の記憶を呼び戻すかのように翌

日から徳島市内を散策します。富田橋、新町橋、大

滝山、金比羅神社、忌部神社などさまざまな場所が

日誌に登場します。大滝山麓で食べた滝の焼餅の

話もあります。リッツンという英国人女性の家に

出入りし、その後彼女の勧めで富田橋近くの教会

にも何度か出かけています。この日誌を読んでい

ると、明治 30 年代の徳島の様子が浮かんできま

す。

　この間、考古学仲間にも出会いました。船場町で

材木商を営む曽木嘉五郎を訪ね、土器や石器を見

せてもらったりしています。曽木は、同じ船場町に

住んでいた鳥居龍蔵と幼なじみで、1888年に鳥居

と「徳島人類学材料取調仲間（後に徳島人類学会）」

を結成しています。ある日、耕作と曽木は、麻植郡

鴨島町森藤付近の古墳の発掘に行こうと約束して

いましたが、耕作が大阪に引っ越すため忙しくて

実現しませんでした。耕作が家族ともども徳島を

離れるその日、曽木の勧めで四国人類学会（徳島人

類学会の誤りか）に入会したと記しています。

鳥居龍蔵との出会い

　早稲田中学校に進んだ耕作は、東京帝国大学人

類学教室で開催される東京人類学会の月例会に参

加するようになりました。日誌によれば、上京して

間もない1898 年9 月11日の例会を皮切りに、毎

月のように参加しています。その３ヶ月前、鳥居龍

蔵は東京帝国大学理科大学助手になったばかりで

した。翌年2月の例会では、坪井正五郎や鳥居龍蔵

らの発表があり、「鳥居氏は日本人・アイヌ人・貝

塚時代の人との比較ヲシテ述ベラレケリ」と記し

ています。『東京人類学会雑誌』によれば、鳥居の

発表は「日本石器時代ノ人骨ニ就テ」とあります。

例会終了後の雑談で次の日曜日国分寺付近へ石器

時代の遺跡を見聞する話がまとまり、鳥居から「君

もいき玉はずや」と誘われ、「飛ぶか如くうれしか

りき」と喜びをあらわにしています。鳥居とはこれ

がきっかけで急接近したと思われます。

　また、その翌月の例会の記述は興味深いものが

あります。鳥居の発表した「石器時代曲玉の発達」

に関して、「鳥居氏が曲玉発見の地を隠せられしを

　坪井氏はいたく激せられ　『実に実にくやし』と

打ちふるひ言われしは　実に思はんけん　さはれ

　我れ鳥居氏も気の毒に思ひき　坪井氏は後　他

の会に行かんとて　且つは　鳥居氏に向いて発せ

る言の過激なりしを謝せられき」と書いています。

坪井正五郎は鳥居を人類学に引き入れ、大学に就

職を世話した師です。後に坪井が唱えた新石器人

コロボックル説をめぐって対立するようになりま

すが、この時からすでに坪井と鳥居の仲はうまく

いっていなかったことがこの日誌でわかります。

　その後、鳥居から遠足会の案内をもらい、道中、

鳥居と歓談したこと、徳島人類学会への加入を勧

められたことなどが日誌に書きつづられています。

　濱田耕作の日誌は、わずか１年２ヶ月と短いも

のですが、その中には徳島のこと、鳥居龍蔵とのこ

となどが書かれており、ていねいに調べると明治

時代の徳島を復元する材料になると思われます。

  （館長）
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情報ボックス

　徳島県立博物館で

は今年の5月に、牟

岐町の浅田長治さん

よりオホーツク海や

牟岐沖等で採集され
こうかく はくせい

た甲殻類の剥製を寄

贈していただきまし

た。約70種、210点

の充実したコレク

ションです。これだ

けの甲殻類剥製コレ

クションはそうある

ものではありませ

ん。寄贈していただ

いた剥製は機会をみ

て展示する予定で

す。

　浅田さんはかつて蟹工船で働いておられ、作業

のかたわら網にかかったカニ、エビ、フジツボな

どを収集し剥製として保管しておられました。ま

た、毎年、秋から春にかけては牟岐に帰郷され、そ

の折りに牟岐沖の漁で網にかかったカニやエビな

どを譲り受け、それらも同様に剥製にしてこられ

ました。魚の剥製作りに興味を持たれたのがきっ

かけとなり、もともと好きであった甲殻類の剥製

を始められたそうです。

　剥製の技術はなかなか見事で、最初に実物を拝

見させていたときは少々驚いたものです。甲殻類

の剥製は足などが折れたりして破損しやすいので

すが、浅田さんの作られた剥製は良い状態で保存

オオホホーーツツクク海海おおよよびび牟牟岐岐沖沖産産等等甲甲殻殻類類剥剥製製
されています。お話を伺ったところ、足の中にス

テンレスの針金を入れて補強されているというこ

とです。また、剥製を作るときはまずカニにホル

マリンを注射するそうですが、捕れたてのカニは

体が硬いので冷蔵庫に2-3日入れてから注射する

とよい等、自ら考案された技術もお持ちです。カ

ニのハサミや足の広げ方も絶妙で、なかなか美し

いものです。浅田さんのお話をうかがっている

と、生きものに深い愛情をお持ちであることがよ

く伝わってきます。その愛情が、剥製の出来の良

さとなって表れているように感じました。

　オホーツク海産の甲殻類は大型のズワイガニ、

タラバガニ、アブラガニなどです（図1）。オホー

ツク海産の甲殻類の剥製が手に入る機会は稀であ

り貴重です。

　牟岐沖の剥製は、ハサミが貝殻を割るために特
つや

殊化したカラッパ類（図2右上下）、艶やかな甲羅

が特徴のマンジュウガニ類（図2中央上2匹）、長

方形の形をしたセミエビ（図2左上）、甲らやハサ

ミにのこぎり状のトゲのあるノコギリガニ（図3

右下）、ガザミ類など約50種の甲殻類を含みます。

これらの種類は沖合に生息するため、漁業関係者

以外は通常見ることのできないものです。また、

徳島県の甲殻類相の解明の点でも重要な資料で

す。

　オホーツク海および牟岐沖産以外にもなかなか

入手できないアフリカ、モザンビーク沖産のハコ

エビ等の剥製も寄贈していただきました。

　　　　　　　　　　　　（動物担当：田辺　力）

図3　牟岐沖産甲殻類剥製。左：上、トゲアシガニ；下、
イシガニ。右：上、アカマンジュウガニ；下、ノコギリ
ガニ。

図1　浅田長治さんと甲殻類剥
製。浅田さんがお持ちなのはア
フリカはモザンビーク沖産の
ハコエビ（左）とセミエビ（右）。
浅田さんの後ろにあるのはオ
ホーツク海産のズワイガニ（左
上）、アブラガニ（左下および
中央）、モザンビーク沖産大型
イセエビ類（右）。

図2　牟岐沖産甲殻類剥製。左：上、セミエビ；下、ア
サヒガニ。中央：上、スベスベマンジュウガニ；中、ア
カマンジュウガニ；下、ウチワエビ。右：上、トラフカ
ラッパ；下、ヤマトカラッパ。
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＜企画展＞
　　　　　　　　　

●会　期　　7月17日（火）～8月26日（日）　　

●会　場　　博物館企画展示室

●観覧料　　一般200円／高校生・大学生100円／

　　　　　　小・中学生50円（20名以上の団体は

　　　　　　2割引）

関　連　行　事

●記念講演会

　日　時　8月12日（日）13：30～15：00

　会　場　文化の森イベントホール　聴講無料　

　講　師　近藤直也氏（九州工業大学情報工学部

　　　　　教授）

　演　題　「白無垢と綿帽子の思想―徳島県下の婚

　　　　　礼・葬送儀礼をめぐって―」

●展示解説

　日　時　7月29日（日）13：30～14：30

　　　　　8月19日（日）13：30～14：30

　会　場　企画展会場（入場には企画展観覧料が必

　　　　　要です。）　　

●展示の構成

（１）　婚礼

　　①花嫁行列

　　②婚礼衣装

　　　被り物と白無垢

　　　花嫁衣装

　　③儀式の装飾

　　　床飾り

　　　結納品

　　④徳島の特徴的な婚礼習俗

　　　花嫁菓子

　　　婚礼写真前撮　

（２）　葬送

　　①葬列

　　②葬列の衣装と死装束

　　　葬列の衣装

　　　死装束

　　③儀式の装飾

　　　祭壇と枕飾り

　　　戸外の祭壇

　　④徳島の特徴的な葬送習俗

　　　巳正月

　結婚と死は人生における区切りとされ、

ともに婚礼・葬送というさまざまな形式や

しきたりに則した門出の儀礼が行われてき

ました。形を変化させながらも結婚式・葬式

の儀礼は、人の一生において、現在でも欠か

せないものとなっています。

　企画展では、主に徳島県内で行われてき

た婚礼・葬送の習俗に焦点をあて、儀礼の様

子や、使用されてきた道具、装飾品、衣装な

どをあらためて見ることで、結婚と死が人

の一生の通過点としてどのような意味を持

つと考えられてきたかを紹介します。

図１　婚礼衣装　明治期　（穴吹町教育委員会蔵）

図２　角樽と魚篭
　　　（館蔵）

図３　天蓋（館蔵）

門出のセレモニー
－婚礼・葬送の習俗－



　　

館蔵品紹介

ぶんげんちょう

　分限帳は、おもに近世大名が作成した家臣の名

簿で、家ごとに家格・役職・石高・居住地などが

記されています。こうした名簿は、家臣を統制す

るための基本的な台帳として、いくつかの種類が

作られました。役職別に分けられたものや検索の

便のため「いろは」別に分けられたものなどがあ

ります。これは、現在の職員録にあたるもので、大

名の家臣団の構成などを調査するためには、きわ

めて重要な史料です。
はち す か け

　蜂須賀家の分限帳は、おもに東京の国立史料館

と、県下の博物館施設とに収蔵されています。前

者は江戸時代全般のもの、後者はおもに江戸時代

後期のものです。そのうち当館には、江戸時代初

期と後期のものとが収蔵されています。

　今回紹介する資料は、江戸時代初期の分限帳で

（図1）、県下に存在する分限帳の中では、最も古い
みょうざい じんりょう

時期のものです。これは、名西郡神領村（現・神
おおあわ け

山町）の庄屋大粟家に伝えられたもので、最近、当

館が購入したものです。

　奥書によれば、この分限帳は、蜂須賀家の家老
か しま け たけいちしょうご

賀島家の家臣であった武市省吾がある原本から書

写したことが分かります。省吾は、故あって主家

の賀島家を離れ、1856年（安政3）から神領村に

居住しました。この分限帳は、大粟家の依頼によ

り、省吾が書写したものです。さらに奥書には、
えんぽう

「右、分限帳ハ延宝年間ノモノ也」（図3）とあり、

　　　　　　　　

館蔵品紹介

 江戸時代初期の蜂須賀家分限帳 －阿波淡路分限録－

図1　「阿波淡路分限録」の表紙 図2　「阿波淡路分限録」第3丁目の
家老の記載　17世紀後半、家老の定
数化が知られる。

図3　武市省吾
が書写した原
本の年紀

17世紀後半の古い時期の分限帳であることが分か

ります。この時期は蜂須賀家の政治体制が定まった

重要な時期で、この頃の家臣団の構成を調査するた

めに、この分限帳は、きわめて重要な資料であると

考えられます。

　これを詳しく分析すると、次のような注目すべき

事がらが読み取れます。

・蜂須賀家に直属する家臣団は、江戸時代初期の17

世紀後半において、およそ7割がすでに形成されて

いること。　
かんりょう

・ 行政的役職を中心とする官僚体制へ移行した社会

においても、いぜんとして軍事体制が保たれている

こと。

・蜂須賀家に直属する総家臣団は、約 4 千人余で

あったこと。

　以上のように、この分限帳は、江戸時代初期にお

ける蜂須賀家の家臣団の特徴を明確に知ることがで

きます。しかもこれには、徳島本国をはじめ、分国
あわ じ

である淡路国、ならびに江戸に派遣された蜂須賀家

の大部分の家臣が記載されています。すなわち、17

世紀後半の古い時期で、京都・大坂派遣の家臣を除

く蜂須賀家の大部分の家臣が記載された分限帳は、

現在、これ以外には、まったく存在しません。この

資料は、今後当館において、蜂須賀家家臣団の構成

などを比較検討する資料として、広く活用したいと

考えています。　 　　　　　（歴史担当：山川浩實）



　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　Q & A     ここれれはは何何のの葉葉でですすかか？？

　博物館に勤めていると「これは何か鑑定（同定）

してくれ」という問い合わせがよくあります。博

物館では夏休みの最後に、子供たちが作った標本

の名前を調べる会を開催していますが、それも同

じ作業です。実物（標本）や写真を見ながら、そ

れが何か探っていくのですが、植物の場合だと花

が種類を見分ける決め手になるので、花がない場

合はなかなか苦労します。そうした同定依頼で持

ち込まれた、あるケースを紹介しましょう。

　それは長さが1cmくらいの小さな葉でした。あ

るものの中に混じっていたのもなので、どこに生

えていたのかとか、木なのか草の葉なのかといっ

た基本的なことすらわかりませんでした。また、

葉の一部が破損し変色していて、においは残って

いませんでした。現物は返してしまいましたので

残っていませんが、それは右の写真のようなもの

でした。

　徳島県には2800 種類を越える種子植物が生え
ようみゃく

ています。葉脈の様子から可能性の低い裸子植物

や単子葉植物を除いても2000 種類は越えていま

す。栽培されているものを含めるともっと多くに

なるでしょう。まずやらなければならないのは、

そうした多くの中から、できるだけ種類を絞り込

むことです。

　葉から名前を調べる検索図鑑がいくつかあっ

て、葉に関する特徴からその植物を絞り込むこと

ができます。たとえは、ヨモギのように葉に切れ

込みがあるのかないのか、エノキのように葉が互
ご せい

い違いについている互生なのか、ハナゾノツクバ
たいせい

ネウツギのように向き合って付いている対生なの

かなどの特徴を用いながら植物の種類を絞り込ん

でいきます。

　ところが、葉1枚で

は得られる特徴に限

りがあります。そも

そも、これが一つの

葉であるという保証

はなく、カラスノエ

ンドウのように 1つ

の葉（複葉）は小さな

葉（小葉）が集まって

できているもので、

その小葉を見ている

のかもしれません。

　半分あきらめなが
じったいけん びきょう

ら葉を実体顕微鏡で

拡大して、特徴がな

いか探しました。す

ると葉の先端が欠け

ているのではなく、

へこんでいることが

わかりました。また、

葉の縁には丸いもの

が見えました。これ

は他の植物には見られない特徴です。そこで葉の

先のへこんでいる植物を探し、葉の縁を顕微鏡で

拡大して確認したところ、サンショウであること

がわかりました。サンショウは食卓に上るポピュ

ラーな植物で、あの独特のにおいとまるごと1枚

の葉があればすぐにわかりますが、小葉1枚だと

探し出すのに苦労しました。

（植物担当：小川　誠）

持ち込まれた葉（再現したも
の）

葉の縁の拡大

ヨモギ　　　　　　　　　　エノキ　　　　　　　　　　ハナゾノツクバネウツギ　　　　　カラスノエンドウ
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　こどもの日フェスティバルは、本年も博物館と

友の会共催でこどもの日に行いました。内容は、文

化の森ウォークラリーで、公園内10カ所にポイン

トを設置して、簡単な問題を解いてゴールするも

のでした。当日は、天候にも恵まれ、約1000人の

参加者が楽しい１日を過ごしました。

　2001年５月５日、当館入館者数が１００万人を

突破いたしました。１００万人目の幸運な方は、三

重県在住の細木雅彦さん（３５歳）でした。細木さ

ん一家は妻の宏美さんのご実家である勝浦町に帰

省中で、休みを利用して訪れていました。細木さん

は「本当にびっくりしました。とてもうれしいで

す」と、声を弾ませていました。

入館者１００万人突破 こどもの日フェスティバル
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